
麻酔管理上の重症加算の項目妥当性評価に関する観察研究 

 

1．研究の対象 

2026 年８月から 2027 年 4 月の期間に全身麻酔を受けられた患者さんのうち、「麻酔が困難な患

者」への該当性を評価できる症例を対象とします。 

 

2．研究目的・方法 

現在の診療報酬制度では、全身麻酔に関連して L008「麻酔が困難な患者」という評価区分が定め

られています。 

本研究の目的は、現行の麻酔重症加算基準が、実際の麻酔管理の負荷や、麻酔科医が感じる主

観的な困難度をどの程度反映しているかを明らかにすることです。この研究により、現在の基準が実臨床

にどの程度適合しているかを検討し、今後の麻酔管理の評価や制度理解に資する知見を得ることを目

指します。 

本研究は、通常の診療で記録された情報をもとに、対象となる症例について以下の内容を検討します。 

 

・L008「麻酔が困難な患者」の各要件に該当するかどうか 

・実際の麻酔管理において高い負荷を要したかどうか 

・麻酔担当医が感じた主観的困難度 

・術前状態、術中管理、術後転帰との関連 

・主な評価項目は、高負荷麻酔管理アウトカムおよび主観的困難度です。 

 

高負荷麻酔管理アウトカムには、たとえば以下のような項目を含みます。 

・高度な気道対応を要したこと 

・持続的な循環作動薬使用を要したこと 

・出血や輸血への対応を要したこと 

・その他、高度な全身管理を要したこと 

この研究は診療録等の既存情報を用いて行うため、研究のために新たな治療や検査を追加でお願い

することはありません。 

 

研究期間：実施許可日から 2028年 3月 31 日まで 

 

3．研究に用いる試料・情報の種類 

この研究では、主に以下の情報を使用します。 

 

・診療録 



・麻酔記録 

・術前評価情報 

・術中管理情報 

・術後転帰情報 

・必要な検査値 

・その他、研究の実施に必要な診療情報 

なお、本研究では新たに試料（血液、組織等）を採取する予定はありません。 

 

また、研究に用いる情報は、研究用 ID を付与して管理し、氏名、患者番号、住所等、個人を直接

特定できる情報は研究解析用データには含めません。 

 

4．外部への試料・情報の提供 

本研究で用いる情報は、外部の機関へ提供しません。また、研究結果を学会発表や論文等で公表

する場合でも、個人が特定されることはありません。 

 

5．研究組織 

りんくう総合医療センター 麻酔科 

研究責任者：西村 俊輝 

 

6．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら、下記の連絡先までお問い合わせください。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報および知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計

画書および関連資料を閲覧することができますので、お申し出ください。 

また、ご自身の情報が当該研究に用いられることについて、患者さんご本人または代理人の方にご了承

いただけない場合には、研究対象としませんので、下記の連絡先までお申し出ください。その場合でも、患

者さんに不利益が生じることはありません。 

 

【照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先】 

りんくう総合医療センター 麻酔科 

研究責任者：西村 俊輝 

〒598-8577 

大阪府泉佐野市りんくう往来北 2-23 

電話番号：072-469-3111（代表） 


